
キーワード：
Keywords:

高品質ボーリング情報による地質解析を支援するソフトウェア「コアロク」の開発
Development of software " COREROKU " to support the geological analysis by high-quality
core sampling information
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高品質ボーリングは、ダム建設や地すべり対策等のシビアな地盤リスク評価を求める事業において、精度の高
い地質解析を行うために活用が進んでいる。これは、高品質ボーリングにより得られるコア試料からは、微細
な変形構造や詳細な地質変化の判読が可能となるなど、地質情報の質と量が格段に優れているためである。一
方で、デジタル写真技術の発達により、採取直後の状態をより高画質・大容量の画像情報としても扱えるよう
になり、画像情報と判読情報をリンクするデータベースとしての利用も期待される。しかし、コア試料は観
察・分析行為自体や環境条件により急速に劣化するため、情報の速やかな取得と効率的な解析処理が課題とな
る。これらの課題解決を目的に、高品質コア判定作業の効率化・定量化・データベース化を支援するソフト
ウェア「COREROKU（コアロク）」の開発を進めている。 
コアロクの最大の特徴は、判読項目を任意に組み合わせた柱状図やグラフとして数秒で可視化することにあ
る。この機能により、コア観察作業を行いながら全体の地質状況を速やかに俯瞰できるため、より定量的な分
析を支援するとともに、観察者の作業時間削減や業務効率化に寄与することも可能と考えられる。また、事業
関係者との情報共有・コミュニケーションツールとしての利用も期待される。 
コアロクでは、データ入力の背景図として高画質のコア写真を利用し、ボーリングコア試料の観察結果をわか
り易く・容易な手順で記録する。データ入力は、基本的なJACIC基準柱状図に対応する判定項目以外にも、面構
造の種類や礫形状等のトレース、堆積相解析に必要な粒度・堆積構造・含有物等の入力、各種試験情報の入
力、入力データの統計的な解析などを行える。ボアホールの孔壁画像を所得している場合、面構造の入力・図
化・ステレオ構造解析も可能である。また、柱状図と地質構造情報は三次元地質解析システムにインポートし
て解析に利用できる。 
コアロクは、実業務に適用し機能・性能の検証作業を進めているところであり、本発表では開発内容について
紹介する。
 

高品質ボーリング、地質解析、情報処理、ソフトウェア、コアロク
High-quality core sampling, geological analysis, information processing, software,
COREROKU

 

MGI21-P03 日本地球惑星科学連合2016年大会

©2016. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - MGI21-P03 -


